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5. 機関間の研究費のやり取りについて 
機関間の共同利用・共同研究を行いやすくするシステム・制度を拡充するため、研究室間、大学・
研究機関どうしの研究費のやりとりを容易にするシステムを導入したほうがよいのでは、という
意見があります。	 
	 

質問： 機関間の共同利用・共同研究促進のため研究費のやり取りを容易にするべき？ 

	 

	 	 

	 
6. 無駄な手続きは多いか？	 
日本の大学・研究機関では、不必要で煩雑な事務手続きが多すぎて、貴重な研究者の時間・労力
が無駄に浪費されている、という意見があります。	 
	 
質問： 大学・研究機関には無駄な事務手続きや書類作製などが多いと思いますか？	 

	 

a) 各機関が請求書を容易に発行できるようにする

b) 研究期間内に分担共同研究者を足すことを容易にする

c) a)とb)の両方を行う

d) 現状のままで十分

e) その他
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